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が
加
速
し
た
。
北
海
道
内
で
は
、
67
年
に

道
が
泊
、
島
牧
、
浜
益
の
３
村
を
建
設
予

定
調
査
の
候
補
地
と
し
て
公
表
。
候
補
地

か
ら
外
れ
た
浜
益
村（
現
石
狩
市
）を
は
じ

め
、
神
恵
内
村
、
大
成
町（
現
せ
た
な
町
）、

幌
延
町
が「
第
２
の
原
発
」誘
致
に
手
を
挙

げ
た
。
こ
の
う
ち
浜
益
村
で
は
、
70
年
代

に
北
電
が
原
発
建
設
用
地
１
２
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
青
田
買
い
し
て
地
域
を
混
乱
さ

せ
た
が
、
結
局
、
建
設
は
日
の
目
を
見
な

か
っ
た（
浜
益
村
発
行『
苦
渋
20
年“
は
ま

ま
す
原
発
”』参
照
）。

　

官
民
あ
げ
て「
金
の
な
る
木
」に
夢
を
託

す
時
代
の
中
で
、“
核
の
ゴ
ミ
”の
後
始
末

に
つ
い
て
大
ま
か
な
方
針
が
初
め
て
提
示

さ
れ
た
の
は
、
76
年
の
原
子
力
委
員
会

専
門
部
会
の
報
告
書
だ
っ
た
。
そ
こ
で

は
、「
地
層
処
分
が
有
望
と
考
え
ら
れ
る

が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
調
査
研
究
は
緒

に
つ
い
た
ば
か
り
…
」と
述
べ
、
２
０
０

０
年
こ
ろ
か
ら
処
分
場
に
収
納
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点

で
、
日
本
が
原
子
力
開
発
を
始
め
て
か
ら

20
年
余
り
も
経
過
し
て
お
り
、
い
か
に
後

始
末
問
題
に
対
す
る
関
係
者
の
関
心
が
薄

か
っ
た
の
か
を
物
語
る
。

　

当
時
の
北
海
道
は
、
岩
内
漁
協
が
泊
原

発
の
建
設
に
猛
反
対
す
る
中
で
、
道
が
建

設
の
積
極
的
推
進
を
再
開
し
た
時
期
だ
。

そ
こ
で
も
、
将
来
の“
核
の
ゴ
ミ
”問
題
に

つ
い
て
、
関
係
者
が
深
く
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
た
形
跡
は
な
い
。

　

原
子
力
委
員
会
は
80
年
暮
れ
、
使
用
済

み
核
燃
料
を
再
処
理
し
た
後
の
対
応
策
と

し
て「
ガ
ラ
ス
固
化
法
の
採
用
」と「
キ
ャ

ニ
ス
タ
ー（
固
化
体
の
収
納
容
器
）の
地
下

埋
設
」を
柱
に
し
た
地
層
処
分
の
道
筋
を

示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
進
ん
で

い
た
の
は
、
全
国
各
地
の
鉱
山
の
坑
道
を

利
用
し
た
基
礎
試
験
だ
け
で
、
報
告
書
は

大
ま
か
な
構
想
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

原
子
力
委
員
会
が
処
分
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
ま
と
め
た
80
年
暮
れ
、
道
北
の
下
川
町

で
操
業
し
て
い
た
三
菱
金
属
系
の
下
川
鉱

山（
83
年
に
休
山
）で
、
自
治
体
や
住
民
に

は
何
も
知
ら
せ
る
こ
と
な
く“
核
の
ゴ
ミ
”

最
終
処
分
に
向
け
た
基
礎
試
験
の
準
備
が

進
ん
で
い
た
。
実
施
主
体
は
、
の
ち
に
処

分
事
業
の
主
導
権
を
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子
力

発
電
環
境
整
備
機
構
）に
奪
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
、
特
殊
法
人
の
動
燃（
動
力
炉
・

核
燃
料
開
発
事
業
団
）で
あ
る
。

　

地
元
紙
の
ス
ク
ー
プ
で
実
験
の
準
備
が

明
る
み
に
出
た
も
の
で
、
住
民
の
間
に
は

「
こ
の
ま
ま
核
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
な
る
の

で
は
…
」と
の
疑
念
が
広
が
り
、
開
会
中

の
道
議
会
の
議
論
も
一
次
中
断
し
た
。
当

時
の
堂
垣
内
尚
弘
知
事（
故
人
）は
、

「
技
術
開
発
の
基
礎
的
試
験
で
あ
り
、
廃

棄
物
の
処
分
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

わ
た
し
と
し
て
も
、
そ
れ（
最
終
処
分
場

の
こ
と
）を
認
め
る
考
え
は
な
い
」

　

と
答
弁
。
泊
原
発
の
建
設
を
推
進
し
た

同
知
事
だ
が
、“
核
の
ゴ
ミ
”処
分
地
の
受

け
入
れ
に
は
拒
否
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
の

方
針
は
、
そ
の
後
の
横
路
孝
弘
・
堀
達

也
・
高
橋
は
る
み
の
各
道
政
に
も
継
承
さ

れ
、
事
実
上
の「
道
是
」に
な
っ
て
い
る
。

　

下
川
町
で
の
核
ゴ
ミ
騒
動
は
、
首
都
圏

で
の
10
年
間
に
お
よ
ぶ
生
活
に
区
切
り
を

つ
け
、
82
年
に
帰
郷
し
た
筆
者
が
原
子
力

の「
負
の
遺
産
」に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
試
験
は
３
カ

年
で
終
わ
り
、
機
材
な
ど
は
撤
収
さ
れ
、

今
で
は
当
時
を
知
る
住
民
も
少
な
い
。

　

北
電
が「
第
２
の
原
発
候
補
地
」を
模
索

し
、
動
燃
が
下
川
町
で
基
礎
試
験
を
始
め

た
こ
ろ
、
道
北
の
幌
延
町
は
原
子
力
施
設

の
誘
致
運
動
に
乗
り
出
し
て
い
た
。

　

酪
農
の
規
模
拡
大
に
と
も
な
う
負
債
増

大
や
、
公
共
事
業
に
依
存
す
る
土
建
業
の

業
績
悪
化
が
目
立
っ
て
き
た
80
年
こ
ろ
か

ら
、
過
疎
か
ら
の
脱
却
を
夢
見
る
町
や
町

議
会
の
幹
部
ら
が
原
子
力
施
設
に
着
目
。

　
“
核
の
ゴ
ミ
”レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

　
“
核
の
ゴ
ミ
”レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
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北
海
道
の
放
射
性
廃
棄
物
施
設
問
題
を
め
ぐ
る
歴
史
を
た
ど
る（
上
）

北
海
道
電
力
泊
原
発
の
再
稼
働
を
め
ぐ
り
、
鈴
木
直
道
知
事
が
12
月
中
に
容
認
・
同
意
す
る

流
れ
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
核
の
ゴ
ミ（
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
）の
元
に
な
る
使
用

済
み
核
燃
料
を
さ
ら
に
増
や
し
続
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
最
終
処
分
地
の
選
定
に
向
け
た

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
）の
事
前
調
査
を
め
ぐ
り「
現
時
点
で
は
反
対
」と
く

り
返
し
て
き
た
知
事
は
、
果
た
し
て
ど
こ
ま
で“
核
の
ゴ
ミ
”の
発
生
源
ま
で
遡
っ
て
問
題
点

を
考
え
て
い
る
の
か
─
─
そ
う
疑
問
の
目
を
向
け
る
道
民
は
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
今
回
か

ら
、
１
９
６
０
年
代
に
始
ま
る
本
道
で
の
原
子
力
関
連
施
設
の
立
地
問
題
に
つ
い
て
、
そ

の
歴
史
を
た
ど
り
た
い
。
第
１
回
は
、
80
年
代
に
動
燃
の「
貯
蔵
セ
ン
タ
ー
計
画
」で
揺
れ
た
、

い
わ
ゆ
る「
幌
延
問
題
」を
中
心
に
ふ
り
返
る
。 　
　
　
　
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

危
う
い「
反
対
」の
道
是

危
う
い「
反
対
」の
道
是

無
責
任
で
場
当
た
り
的
な
動
燃
に

無
責
任
で
場
当
た
り
的
な
動
燃
に

翻
弄
さ
れ
続
け
た
自
治
体
と
道
民

翻
弄
さ
れ
続
け
た
自
治
体
と
道
民

1984 年、動燃の事業所で発生するすべての放射性廃棄物を道北1984 年、動燃の事業所で発生するすべての放射性廃棄物を道北
の幌延町に持ち込む「貯蔵工学センター計画」が浮上。危機感をいの幌延町に持ち込む「貯蔵工学センター計画」が浮上。危機感をい
だく地元・周辺市町村の酪農民らが初の住民集会を開いた（85 年だく地元・周辺市町村の酪農民らが初の住民集会を開いた（85 年
11 月、幌延町内で）11月、幌延町内で）

「
原
子
力
施
設
か
ら
出
る
放
射
性
廃
棄
物

の
処
理
・
処
分
は
、
い
ず
れ
科
学
技
術
の

進
歩
に
よ
っ
て
解
決
す
る
だ
ろ
う
…
」

　

日
本
の
原
子
力
政
策
が
始
ま
っ
て
か
ら

長
い
歳
月
が
流
れ
た
が
、
関
係
者
の
間
に

一
貫
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
無
責
任
な
思

考
パ
タ
ー
ン
だ
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物（
核
の
ゴ
ミ
）の
最
終
処
分
に
向
け
た
青

写
真
は
あ
る
が
、
実
際
に
は“
砂
上
の
楼

閣
”。
出
た
と
こ
勝
負
を
く
り
返
し
、
原

子
力
文
明
と
は
無
縁
な
地
域
に「
負
の
遺

産
」を
押
し
つ
け
る
状
況
が
続
く
。

　

１
９
５
４
年
、
故
・
中
曽
根
康
弘
氏
ら

の
働
き
か
け
で
、
国
内
初
の
原
子
力
予
算

が
急
き
ょ
計
上
さ
れ
た
。
し
か
し
、
政
府

に
よ
る“
核
の
ゴ
ミ
”の
後
始
末
に
関
す
る

検
討
作
業
は
手
つ
か
ず
で
、
69
年
に
科
学

技
術
庁（
現
文
部
科
学
省
）に
検
討
会
が
設

置
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
。
２
年
後
に
出
さ

れ
た
簡
単
な
報
告
書
で
は
、“
核
の
ゴ
ミ
”

の
後
始
末
は「
今
後
の
技
術
開
発
を
待
つ
」

に
と
ど
ま
る
。

　

70
年
代
に
入
り
全
国
各
地
で
原
発
建
設

原
発
を
推
進
し
て
ゴ
ミ
は
過
疎
地
に

科
学
技
術
に
幻
想
を
抱
い
て
先
送
り

下
川
鉱
山
で
初
の
核
ゴ
ミ
処
分
試
験

同
じ
80
年
代
に
幌
延
は
誘
致
の
動
き

80年暮れ、下川鉱山で〝核のゴミ〟地層処分に向けた試験計画
が表面化。翌年４月、坑内で試験が始まった（提供：名寄新聞社）
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ラ
ム
缶
を
最
大
１
２
０
万
本
保
管
す
る
計

画
を
ス
ク
ー
プ
、
幌
延
町
の
誘
致
話
は
広

く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

低
レ
ベ
ル
施
設
の
誘
致
話
は
中
川
氏
の

自
殺
や
知
事
の
交
代
な
ど
で
頓
挫
し
た
が
、

代
わ
っ
て
84
年
４
月
に
登
場
し
た
の
が
動

燃
の「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
計
画
」で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
全
国
に
あ
る
動
燃
の
事
業
所

で
発
生
す
る
す
べ
て
の
放
射
性
廃
棄
物
の

「
貯
蔵
」と
、
深
地
層
試
験
場
を
造
っ
て
処

分
地
選
定
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
集
め
る

「
処
分
研
究
」が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
、
壮
大

な
構
想
が
盛
ら
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
中
身
が
き
わ
め
て
杜
撰
だ
っ
た

た
め
に
、
計
画
書
は
短
期
間
に
２
回
も
書

き
換
え
ら
れ
た
。
数
百
度
に
も
な
る
ガ
ラ

ス
固
化
体
の
熱
を
利
用
し
た
牛
糞
の
メ
タ

ン
発
酵
・
発
電
施
設
や
園
芸
ハ
ウ
ス
、
養

魚
場
、
温
水
プ
ー
ル
…
と
い
っ
た
荒
唐
無

稽
な
構
想（
図
を
参
照
）も
─
─
。
そ
れ
ら

は“
核
の
ゴ
ミ
”の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

狙
っ
た
思
い
つ
き
の
内
容
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
は
次
の
６
つ
の
施
設
を
建
設

す
る
計
画
に
な
っ
た
。

　
①
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
貯
蔵
プ
ラ
ン
ト

（
固
化
体
２
千
本
・
92
年
操
業
予
定
）

原
子
力
船「
む
つ
」の
母
港
や
、
北
電
の

「
第
２
の
原
発
」な
ど
の
誘
致
を
試
み
た
が
、

い
ず
れ
も
空
振
り
に
終
わ
る
。

　

そ
こ
で
、
町
議
会
の
幹
部
が
懇
意
に
し

て
い
た
本
道
選
出
の
中
川
一
郎
科
技
庁
長

官（
故
人
）か
ら
打
診
さ
れ
た
の
が
、
放
射

性
廃
棄
物
施
設
の
誘
致
話
。
低
レ
ベ
ル
廃

棄
物
を
入
れ
た
ド
ラ
ム
缶
は
当
時
、
国
際

条
約
に
よ
っ
て
海
洋
投
棄
が
で
き
な
く
な

り
、
陸
上
保
管
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
し

て
82
年
２
月
、「
毎
日
新
聞
」が
道
内
で
ド

凝
ら
し
た
運
動
が
続
く
。「
55
年
体
制
」が

色
濃
く
残
る
当
時
は
、
労
働
組
合
の
力
も

強
く
、
動
燃
に
よ
る
調
査
着
手
を
監
視
す

る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
も
展
開
さ
れ
た
。

　

85
年
11
月
の「
勤
労
感
謝
の
日
」未
明
、

そ
の
監
視
の
隙
を
つ
い
て
動
燃
は
夜
陰
に

ま
ぎ
れ
て
現
地
踏
査
を
強
行
し
た
。
調
査

隊
５
人
は
、
幌
延
町
役
場
の
車
で
予
定
地

の
近
く
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
国
鉄
の
線

路
伝
い
に
２
時
間
余
り
歩
く
な
ど
し
て
現

地
に
到
着
し
、
地
形
の
照
合
や
機
器
類
の

設
置
位
置
に
ス
プ
レ
ー
で
目
印
を
つ
け
る

─
─
道
に
対
す
る
事
前
通
告
も
な
い
卑
劣

当
た
り
的
で
無
責
任
な
動
燃
と
い
う
特
殊

法
人
に
狙
わ
れ
、
危
う
い
状
況
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

幌
延
町
の
誘
致
に
便
乗
し
た
動
燃
の
計

画
は
、
住
民
や
周
辺
の
自
治
体
、
道
庁
、

そ
し
て
広
範
な
道
民
か
ら
猛
反
発
を
受
け

た
。
隣
接
す
る
中
川
町
の
議
会
が「
誘
致

反
対
」を
決
議（
84
年
９
月
）し
た
の
を
皮

切
り
に
、
周
辺
自
治
体
で
は
住
民
ら
の
反

対
運
動
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
く
。

　

酪
農
民
た
ち
の
ト
ラ
ク
タ
ー
デ
モ
や
、

天
塩
の
住
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
札
幌
や
旭

川
に
出
向
い
て
の「
風
評
被
害
ア
ン
ケ
ー

ト
」の
実
施
、
地
元
議
会
の
傍
聴
や
請
願

書
の
提
出
、
署
名
活
動
─
─
創
意
工
夫
を幌延町開進地区で行なわれた動燃のボー

リング調査

85 年８月、道北の酪農民が初めて幌延町内でトラクターデモ幌延町内で核ゴミ施設の危険性をアピールする近隣町村の人たち
（85年 11 月）

動燃は 85年５月、ガラス固化体の熱利用というホラ話を載せた計画書を公表

低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
施
設
が
頓
挫
し
て

杜
撰
な「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
」浮
上

住
民
ら
の
地
道
な
運
動
が
世
論
喚
起

道
議
会
も「
設
置
反
対
」を
決
議
す
る

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

　

も
う
ひ
と
つ
、
動
燃
の
体
質
を
よ
く
表

す
資
料
が
あ
る
。
科
技
庁
の
官
房
長
や
原

子
力
委
員
会
の
委
員
を
務
め
た
島
村
武
久

氏（
故
人
）は
、
委
員
退
任
後
の
85
年
か
ら

94
年
に
か
け
て
、
政
策
の
中
枢
に
い
た
政

財
官
な
ど
の
関
係
者
を
招
い
て「
原
子
力

政
策
研
究
会
」を
主
宰
し
た
。
21
世
紀
に

な
り
研
究
会
の
記
録
が
公
開
さ
れ
た
が
、

こ
ん
な
幌
延
関
連
の
島
村
証
言
が
あ
る
。

「（
幌
延
の
計
画
に
つ
い
て
動
燃
の
）吉
田

理
事
長
は
国
会
に
呼
び
出
さ
れ
る
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
。
理
事
長
が
下
に
訊
い

て
、
よ
う
や
く
知
っ
た
っ
て
言
う
く
ら
い

で
、
動
燃
の
一
部
の
人
が（
貯
蔵
工
学
セ

ン
タ
ー
計
画
を
）一
所
懸
命
や
っ
と
っ
た

わ
け
だ
。
従
っ
て
、
後
で
い
ろ
い
ろ
説
明

し
て
理
屈
づ
け
た
わ
け
で
す
な
」

　

つ
ま
り
、
幌
延
計
画
は
一
握
り
の
動
燃

幹
部
の
独
走
か
ら
生
ま
れ
た
、
と
い
う
わ

け
だ
。
別
の
電
力
業
界
の
出

席
者
は
、

「（
動
燃
の
）下
心
と
し
て
は

地
下
研
究
施
設（
※
深
地
層

試
験
場
の
こ
と
）が
う
ま
く

い
け
ば
、
次
に
は
実
際
の
処

分
場
の
提
案
を
考
え
て
い
た

と
推
測
し
て
い
た
」と
述
べ

て
い
る
。

　

80
年
代
の
北
海
道
は
、
場

な
や
り
方
で
、
地
元
の
酪
農
民
の
ひ
と
り

が「
動
燃
は“
泥
棒
猫
”の
よ
う
な
こ
と
を

し
た
」と
憤
っ
た
ほ
ど
だ
。

　

そ
の
後
も
動
燃
は
機
動
隊
を
導
入
し
て

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
強
行
し
、
逮
捕

者
も
出
た
。
だ
が
、
86
年
に
起
き
た
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
衝
撃
も
あ
り
、

動
燃
が
強
硬
姿
勢
に
な
る
ほ
ど
反
対
世
論

が
高
ま
る
展
開
に
─
─
。
調
査
報
告
書
の

発
表
は
88
年
４
月
ま
で
ず
れ
込
み
、
そ
の

内
容
は
立
地
の
最
終
判
断
に
は
言
及
し
な

い
、
苦
し
紛
れ
の
も
の
に
な
っ
た
。

　

立
地
計
画
は
進
ま
ず
事
実
上
の
凍
結
状

態
に
陥
り
、
焦
っ
た
動
燃
や
誘
致
推
進
派

の
人
た
ち
は
、
反
対
の
声
が
強
い
周
辺
市

町
村
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
巻
き
返
し

を
試
み
た
。
豊
富
町
で
は
、
90
年
６
月
の

町
議
会
で
強
行
し
た「
立
地
推
進
決
議
」の

中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
議
会
幹
部
の
リ

コ
ー
ル
運
動
に
発
展
し
、
住
民
投
票
の
結

果
、
同
年
11
月
に
は
リ
コ
ー
ル
が
成
立
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
た
ど
り
、
90
年
７
月

の
道
議
会
は
自
民
党
を
除
く
全
会
派
の
賛

成
で「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
設
置
に
反
対

す
る
決
議
」を
可
決
し
た
。
道
議
会
も
ま

た
、
こ
の
計
画
に
反
対
し
て
き
た
住
民
や

道
民
、
道
庁
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
の
で

あ
る
。　
　
　
　
　

　（
次
号
に
つ
づ
く
）

　
②
低
レ
ベ
ル
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
固
化
体
な

ど
の
貯
蔵
施
設（
Ｔ
Ｒ
Ｕ〔
超
ウ
ラ
ン
元

素
〕廃
棄
物
を
含
む
・
同
）

　
③
深
地
層
試
験
場（
87
年
こ
ろ
か
ら

ボ
ー
リ
ン
グ
を
開
始
）

　
④
環
境
工
学
試
験
施
設（
92
年
の
操
業

予
定
）

　
⑤
研
究
開
発
棟（
87
年
の
操
業
予
定
）

　
⑥
放
射
線
管
理
施
設
な
ど

　

動
燃
は
当
時
、
ガ
ラ
ス
固
化
の
た
め
の

研
究
プ
ラ
ン
ト
を
稼
働
さ
せ
た
ば
か
り
で
、

実
物
の
固
化
体
が
初
め
て
で
き
た
の
は
95

年
に
な
っ
て
か
ら
。
再
処
理
工
場
の
あ
る

茨
城
県
東
海
村
に
は
固
化
体
の
保
管
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
幌
延
の
施
設
を
急

い
で
建
設
す
る
必
要
は
な
く
、「
92
年
の
操

業
予
定
」は
辻
褄
あ
わ
せ
の
計
画
だ
っ
た
。

　

83
年
か
ら
84
年
に
か
け
て
、
動
燃
は
幌

延
町
と
そ
の
周
辺
の
約
１
４
０
０
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
対
象
に
、
処
分
地
層
と
し

て
の
適
否
を
秘
密
裏
に
調
査
し
て
い
る
。

　

全
国
25
地
区
を
対
象
に
し
た
適
地
調
査

の
一
環
だ
が
、
道
民
に
そ
の
内
容
は
全
く

示
さ
れ
な
か
っ
た
。
調
査
報
告
書
が
公
開

さ
れ
た
の
は
、
調
査
の
実
施
か
ら
15
年
も

経
過
し
て
か
ら
だ
。

　

筆
者
は
今
か
ら
10
年
前
、
動
燃
の
元
主

任
研
究
員
の
土
井
和
巳
氏（
地
質
学
）か
ら

“
核
の
ゴ
ミ
”最
終
処
分
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た（
本
誌
15
年
９
月
号
に
掲
載
）。

記
事
の
見
出
し
に
は「
わ
が
国
で
の
地
層

処
分
は
絵
空
事
と
贖
罪
の
思
い
を
込
め
て

断
言
し
よ
う
」 

と
あ
る
。

　

現
役
時
代
の
同
氏
は
、
前
出
の
適
地
調

査
に
も
従
事
し
た
と
い
う
。「
ど
ん
な
や

り
方
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」と
尋
ね
る
と
、

「
車
で
現
場
に
赴
き
、
ち
ょ
っ
と
眺
め
て

歩
く
感
じ
で
し
た
ね
」と
の
答
え
が
返
っ

た
。
一
事
が
万
事
、
動
燃
の
や
る
こ
と
は

い
い
加
減
だ
っ
た
の
だ
、
と
思
っ
た
。
そ

の
動
燃
に
、
わ
た
し
た
ち
道
民
は
弄
ば
れ

た
こ
と
に
な
る
。


